
 
 

 

 こうぶんこうぞうさんの講演はとても心に響くものでした。私はトランスジェンダーではないかと

いう生徒と関わりを持っていたこともあるのですが、あのときにもっとその子の気持ちに寄り添っ

てできたことがあったのではないかと考えさせられる内容でした。これから出会う子どもたちに寄

り添っていけるよう心がけたいと思います。 

 

 こうぶんさんのお話、とても衝撃的でした。自分の一言、自分のささいな行動が子どもを追い詰めて

いるかも知れないという怖さも感じました。どんな子も自分のことを好きでいられる、受け入れても

らえている、そんなことを思える学校を作っていかないといけないと思いました。 

 

 マイノリティの子が安心して生きていけるところは、みんなにとって安心できる場だとおっしゃら

れたことが心に残っています。私たちの後に子どもたちが見えているから、こんなにたくさんの思い

をこめて自分の生い立ちもすべて話してくださったんだと思います。クラスの子の顔が心に浮かび

ました。あの子たちにも「自分でいていいんだ」と思えるような場を作っていきたいと思います。 

 

 学校現場で当然のように“女・男”を分けることはまだまだあると思います。性的マイノリティの立場

の子はもちろんそうでなくても、女として男としてという部分で生きづらさ、居心地の悪さを感じて

いる子はいると思います。学校で「ふつう」とされる当たり前として見過ごされている部分に目を向

けたいです。 

 

 こうぶんさんがそのときに感じていたことをありのままにお話くださったこと、とてもありがたく

思います。以前に担当していた、制服に違和感を持っていた子… 「何とかしてあげてほしいね」と

しか言えなかったです。どんな思いで毎日を生活していたのかと思うと胸が痛いです。今日受け止め

たことを今後に活かしていきたいと思いました。 

 

 ウエルカミングという言葉が心に残りました。「あなたはあなたのままでいい」という言葉がこうぶ

んさんにとってどれだけ温かく力強い言葉であったのかということが、とても印象に残りました。本

当にどの子の存在もウェルカムで子どもたちにとって居場所のある教室を作って行きたいと思いま

した。貴重なお話、身を削りながら話して下さったことに感謝です。 

 

 こうぶんさんの講演、とても心に突き刺さりました。子どもたちの人生の中で教師とどう出会うかは

とてつもなく大きいものだと再認識しました。かつての教え子の中にもセクシャルマイノリティの

子がいます。私自身これからの教師生活で何ができるか考え続けていくことを覚悟できるお話でし

た。私たちに伝えてくださった思いに応えられるように子どもたちと向き合っていきたいです。あり

がとうございました。 
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